
「

福
祉
ふ
で
お
か
第
四
十
二
号
」
発
行
に
あ
た
り

筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

田
川
義
博

令
和
五
年
三
月
六
日
、
筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
筆
岡
地
区
連
合
自
治
会

と
合
同
で
、
高
松
市
の
「
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
訪

問
し
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

施
設
内
「
福
祉
用
具
展
示
相
談
快
適
館
」
で
は

同
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
る
様
々

な
福
祉
用
具
等
の
利
用
方
法
、
手
続

き
の
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
擬
似
体
験
で
は
日
常

の
生
活
動
作
を
擬
似
体
験
的
に
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
加
齢
に
よ
る
身
体

的
な
変
化
を
知
り
、
高
齢
者
の
気
持

ち
や
介
護
方
法
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
中
庭
で
電
動
車
椅
子

（
ハ
ン
ド
ル
形
）
の
試
乗
体
験
を

し
ま
し
た
。

午
後
は
趣
を
変
え
て
令
和
四
年
に
高
松
市
（
高
松
市
立
美
術
館
近
く
）
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
「
香
川
の
文
化
・
伝

統
工
芸
が
詰
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
と
の
出
会
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

玄
関
で
は
多
数
の
”
張
り
子
の
ト
ラ
”
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割

筆
岡
公
民
館館

長

細
川

愼
一

筆
岡
公
民
館
は
、
自
治
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
各
種
団
体
の
会
合
に
使
用

し
た
り
、
災
害
時
の
避
難
所
や
選
挙
の
投
票
所
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
皆
様
が
集
ま
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
詩
吟
・
シ
バ
オ
ケ
・
カ
ラ

オ
ケ
等
の
グ
ル
ー
プ
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
向
け
の
教
室
や
講
座
に
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
筆
岡
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て
、
施
設
使
用
の
遵
守

事
項
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
、
筆
岡
地
区
の
皆
様
が
気
軽
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
年
末
年
始
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日
市
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
善
通
寺
市
社

会
福
祉
協
議
会
よ
り
左
記
の
方
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

善
通
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者

宮
武

和
子
様
（
中
村
町
）

宮
川
澄
子
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
る

令
和
四
年
十
月
二
十
四
日
（
月
）
宮
川
澄
子
さ

ん
が

多
年
に
わ
た
る

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の

功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
、
地
域
の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
来
で
し
た
ら
東
京
の
法
務
省
ま
で
出
向
く
と

こ
ろ
で
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
善
通
寺
市
で
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
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福
祉

ふ
で
お
か

令和５年５月吉日

第４２号

筆岡地区社会福祉協議会

会長 田川 義博

令和4年１２月３日

毎年楽しみにしているシバオケ。
みんなうっとり、拍手喝采、最高のひと時

でした。

令和５年３月１０日

滝宮天満宮へ行きました。
みんなで思い思いに参拝し、

紅白の梅の香りの中、温かくお出かけ

日和の一日でした。

食生活改善推進委員 長野秀子

令和４年１２月１１日
男性料理講習会

公民館で市民（男性）９名、食改会員６

名で料理講習を開催しました。
メニュー・ぶりとレンコンの照り焼き

・炊飯器中華おこわ
・野菜のナムル
・しょうゆ豆のカップケーキ

計量カップや計量スプーン

で計って料理をしました。

男性の方、又参加をよろしくお願い致し

ます。

令和５年３月３日

コロナも少し落ち着いたので、今年はひな
祭りをしました。子どものころを思い出し

甘酒とひなあられを頂きました。

令和５年１月２９日（日）

食育普及活動
ダ イシモチ麦の粉と、小麦粉と、スライス

アーモンドを混ぜてクッキーを作りました。

食品ロスや食生活を見直してみませんか等
の話をしてクッキーとレシピとパンフレッ

を全会員で一人３軒家庭訪問をしました。

今年度も甲山寺のお接待に参加させていた
だきます。

他にも親子料理教室や、食文化伝承講習会

や、生活習慣病予防講習会などがあります。

参加をお待ちしています。
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二
胡
と
い
う
楽
器
が
珍
し
く
て
楽
し
も
う
と
同
好
会
を
作
り
ま
し
た
。

弾
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
歌
も
あ
の
歌
も
と
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。
友
達

と
伴
奏
に
合
わ
せ
て
歌
う
と
和
や
か
に
な
り
ま
す
。
優
し
い
音
色
で
す
の
で
癒
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
一
人
減
り
二
人
減
り
と
、
今
は
二
人

で
習
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
覗
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

練
習
日
は
、
第
二
と
第
四
の
水
曜
日
。
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
で
す
。

善
通
寺
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
は
、
平
成
十
八
年
に
発
足
し
、
十
七
年
間
継
続
し
て

き
ま
し
た
。

石
井
会
長
は
じ
め
、
筆
岡
出
身
の
梅
木
先
生
の
も
と
、
令
和
五
年
四
月
現
在
十

七
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
毎
週
木
曜
日
午
前
中
に
集
ま
っ
て
、

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

第
一
・
第
三
木
曜
日
は
筆
岡
公
民
館
。
第
二
・
第
四
木
曜
日
は
市
民
会
館
に
自

由
参
加
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
そ
ろ
そ
ろ
デ
ジ
カ
メ
撮
影
遠
足
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ラ

ン
チ
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
筆
岡
支
部
は
、
シ
バ
オ
ケ
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
好
会
に
所
属
し
同
様
に
活
動

実
し
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
市
民
会
館
に
於
い
て
毎
週
水
曜
日
に
、
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団

の
座
長
扇
子
家
玉
四
郎
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
の
練
習
を
筆
岡
公
民
館
に

お
い
て
復
習
し
た
り
、
同
好
会
の
福
家
会
長
の
指
導

の
下
、
福
祉
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
主
な

活
動
で
す
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
こ
の
所
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
て
十
分
な
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
昨
年
の
十
一
月
の
第
十
八
回
発
表
会
に
は
皆
様

に
ご
協
力
頂
き
さ
さ
や
か
で
す
が
福
祉
事
業
に
ご
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
昨
年
十
二
月
に
は
筆
岡
の
サ
ロ
ン
元
気
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
本
年
十
一

月
二
十
六
日
に
は
第
十
九
回
発
表
会
（
結
成
四
十
週

年
記
念
公
演
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
本
格
的
な
化
粧
を
し
鬘
衣
装
を
着
け

て
の
演
技
に
訪
問
先
で
は
大
変
喜
ん
で
頂
き
、
涙
な

が
ら
に
手
を
に
ぎ
り
締
め
て
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

又
、
会
員
に
は
子
供
も
お
り
ま
す
が
、
と
て
熱
も
心
に
練
習
を
し
て
お
り
、

公
演
の
際
の
見
事
な
演
技
に
客
席
か
ら
思
わ
ず
「
お
ひ
ね
り
」
が
飛
ぶ
事
も
度
々

で
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
と
て
も
お
だ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
あ
り
、
祖
父
母
、

父
母
達
と
の
三
世
代
交
流
が
自
然
に
で
き
て
お
り
ま
す
。

皆
様
い
か
が
で
す
か
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
本
格

的
な
化
粧
、
衣
装
を
着
け
て
変
身
し
て
み
た
い
方
、
出
演
者
ス
タ
ッ
フ
一
同
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
く
感
動
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！私

達
は
、
庶
民
の
間
に
長
く
生
き
続
け
た
素
朴
な
伝
統
芸
能
《
芝
居
》
を
通

し
て
、
希
薄
化
し
て
い
る
義
理
人
情
や
相
互
理
解
を
見
直
し
て
人
と
人
と
の
や

さ
し
い
思
い
や
り
の
心
を
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
け
た
ら
・
・
・
と
の
目
的

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
、
明
朗
で
健
全
な
社
会
福
祉
の
建
設
と
文
化
の

向
上
に
微
力
乍
ら
寄
与
し
よ
う
と
言
う
大
き
な
夢
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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公
民
館
グ
ル
ー
プ
活
動
の
紹
介

善
通
寺
二
胡
を
楽
し
む
会

善
通
寺
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

シ
バ
オ
ケ
同
好
会
筆
岡
支
部

宮
川
初
美

濱
田
美
弥
子

正

登
美
子

グ
ル
ー
プ
活
動
内
容
は
、
カ
ラ
オ
ケ
活
動
を
通
し
て
仲
間
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
色
々
な
世
間
話
を
し
た
り
、
歌
ば
か
り
で
な
く
、
各
人
そ

れ
ぞ
れ
近
況
報
告
を
し
た
り
、
仲
間
同
志
で
自
由
に
肩
を
は
ら
ず
、
気
楽
に
カ

ラ
オ
ケ
の
点
数
で
競
い
合
い
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
予
定
で
す
が
、
現
在
は
会
員
十
名
で
す
。
出
席
さ
れ
る
人
は
多
い
時

で
六
・
七
名
で
す
の
で
今
後
は
ど
ん
ど
ん
遠
慮
な
く
、
公
民
館
に
来
ら
れ
て
、

様
子
を
是
非
見
学
さ
れ
て
ト
ラ
イ
し
て
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
増
強
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

習
日
は
第
二
・
第
四
金
曜
日
。
午
後
一
時
か
ら
三
時
で
す
。

長
寿
会
総
会
に
て

カ
ラ
オ
ケ
参
加
予
定
で
す

毎
週
火
曜
日
の
十
時
か
ら
、
詩
吟
の
練
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
十
二
時
ま
で
、

発
声
は
腹
式
呼
吸
に
留
意
し
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
声
出
し
を
・
・
・
。

精
神
的
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
吹
っ
飛
ば
し
て
、
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
る
こ

と
が
出
来
た
ら
最
高
！
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
止
に
な
っ
た
行

事
も
あ
り
、
残
念
で
し
た
が
、
舞
台
に
立
つ
と
、
背
筋
が
し
ゃ
ん
と
伸
び
ま
す
。

オ
ル
ガ
ン
の
よ
う
な
キ
ー
ボ
ー
ド
の
楽
器
で
伴
奏
し
、
吟
詠
を
助
け
ま
す
。
吟

詠
伴
奏
の
記
本
は
「
吟
詠
を
盛
り
立
て
る
こ
と
」
な
の
で
す
。

筆
岡
公
民
館
以
外
に
、
宮
川
宅
で
も
吟
詠
練
習
会
を
し
て
い
ま
す
。
庭
木
を

眺
め
な
が
ら
、
水
分
補
給
の
飲
食
を
楽
し
み
つ
つ
。

高
齢
者
が
元
気
に
参
加
す
る
練
習
会
は
、
話
題
が
尽
き
ま
せ
ん
。
二
時
間
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

漢
詩
に
興
味
が
あ
る
方
、
短
歌
や

俳
句
を
好
き
な
方
、
「
詩
吟
」
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

私
た
ち
は
、
毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
よ
り
三
時
半
ま
で
公
民
館
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
は
九
名
で
す
が
、
み
ん
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
お
口
の
準
備
運
動
と
し
て

①

五
十
音

あ
行
の
あ
か
ら
は
じ
め
ら
行
の
ろ
ま
で
（
活
舌
の
練
習
）

②

五
十
音
（
北
原
白
秋
）
作
の
お
口
の
準
備
運
動

③

活
舌
の
練
習
で
付
け
足
し
言
葉
を
入
れ
、
は
っ
き
り
と
声
に
出
し
て
読

ん
で
み
る
。

こ
れ
ら
が
終
わ
れ
ば
、
令
和
五
年
度
の
課
題
吟
を
各
自
順
番
に
声
出
し
を
し
て
、

全
員
合
吟
の
練
習
を
を
行
い
ま
す
。

次
に
一
人
ず
つ
順
番
に
、
自
分
の
選
ん
だ
吟
題
で
吟
じ
ま
す
。

県
、
中
讃
な
ど
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
を
し
ま
す
。

詩
吟
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
と
同
時
に
お
腹
か
ら
声
を
出

す
事
で
健
康
に
も
い
い
の
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
三
十
年
二
月
、
筆
岡
連
合
自
治
会
、
教
育
振
興
、
大
平
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
導
入
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
受
理
さ
れ
、
当
時
の
佐
藤
校
長

先
生
よ
り
「
児
童
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
は
な
い
の
か
な
・
・
」
の
問
い

か
け
に
「
詩
吟
は
？
」
と
な
り
、
令
和
二
年
五
月
吉
日
、
清
吟
堂
吟
友
会
本
部
へ

復
会
と
新
支
部
（
筆
山
支
部
）
設
立
届
を
提
し
た
。
発
足
メ
ン
バ
ー
は
私
を
含
め

六
名
で
令
和
二
年
八
月
発
足
を
し
た
。

三
年
度
よ
り
筆
岡
小
学
校
児
童
七
名
、
四
年
度
は
十
名
の
指
導
を
い
た
し
、
五

年
度
は
新
た
に
筆
岡
幼
稚
園
児
四
十
七
名
の
体
験
教
室
を
五
回
計
画
さ
れ
て
い
る
。

腹
式
呼
吸
で
健
康
増
進
に
な
り
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
九
十
路
一
名
・
八
十
路

六
名
・
七
十
路
二
名
・

四
十
路
一
名
計
十
名
の
正
会
員
と
児
童
で
す
。

例
会
日
は
働
い
て
い
る
人
の
為
に
第
三
日
曜
日
の
九
時
半
か
ら

と
第
一
・
第
三
金
曜
日
十
三
時
半
か
ら
約
二
時
間
。

筆
岡
公
民
館
一
階
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
入
会
は
随
時
受
付
中
で
す
。
・
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カ
ラ
オ
ケ
俱
楽
部
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吟
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友
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支
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宮
川
澄
子

清
吟
堂
吟
友
会
筆
山
支
部

大
平
達
城

令
和
五
年
二
月
二
十
五
日
（
土
）
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た

お
も
ち
ゃ
は
事
前
に
入
念
に
除
菌
を
し
ま
し
た
。

大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

自
由
遊
び

吟
道
明
教
館
善
通
寺
吟
詠
会

中
筋
悦
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二
胡
と
い
う
楽
器
が
珍
し
く
て
楽
し
も
う
と
同
好
会
を
作
り
ま
し
た
。

弾
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
歌
も
あ
の
歌
も
と
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。
友
達

と
伴
奏
に
合
わ
せ
て
歌
う
と
和
や
か
に
な
り
ま
す
。
優
し
い
音
色
で
す
の
で
癒
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
一
人
減
り
二
人
減
り
と
、
今
は
二
人

で
習
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
覗
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

練
習
日
は
、
第
二
と
第
四
の
水
曜
日
。
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
で
す
。

善
通
寺
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
は
、
平
成
十
八
年
に
発
足
し
、
十
七
年
間
継
続
し
て

き
ま
し
た
。

石
井
会
長
は
じ
め
、
筆
岡
出
身
の
梅
木
先
生
の
も
と
、
令
和
五
年
四
月
現
在
十

七
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
毎
週
木
曜
日
午
前
中
に
集
ま
っ
て
、

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

第
一
・
第
三
木
曜
日
は
筆
岡
公
民
館
。
第
二
・
第
四
木
曜
日
は
市
民
会
館
に
自

由
参
加
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
そ
ろ
そ
ろ
デ
ジ
カ
メ
撮
影
遠
足
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ラ

ン
チ
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
筆
岡
支
部
は
、
シ
バ
オ
ケ
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
好
会
に
所
属
し
同
様
に
活
動

実
し
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
市
民
会
館
に
於
い
て
毎
週
水
曜
日
に
、
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団

の
座
長
扇
子
家
玉
四
郎
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
の
練
習
を
筆
岡
公
民
館
に

お
い
て
復
習
し
た
り
、
同
好
会
の
福
家
会
長
の
指
導

の
下
、
福
祉
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
主
な

活
動
で
す
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
こ
の
所
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
て
十
分
な
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
昨
年
の
十
一
月
の
第
十
八
回
発
表
会
に
は
皆
様

に
ご
協
力
頂
き
さ
さ
や
か
で
す
が
福
祉
事
業
に
ご
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
昨
年
十
二
月
に
は
筆
岡
の
サ
ロ
ン
元
気
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
本
年
十
一

月
二
十
六
日
に
は
第
十
九
回
発
表
会
（
結
成
四
十
週

年
記
念
公
演
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
本
格
的
な
化
粧
を
し
鬘
衣
装
を
着
け

て
の
演
技
に
訪
問
先
で
は
大
変
喜
ん
で
頂
き
、
涙
な

が
ら
に
手
を
に
ぎ
り
締
め
て
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

又
、
会
員
に
は
子
供
も
お
り
ま
す
が
、
と
て
熱
も
心
に
練
習
を
し
て
お
り
、

公
演
の
際
の
見
事
な
演
技
に
客
席
か
ら
思
わ
ず
「
お
ひ
ね
り
」
が
飛
ぶ
事
も
度
々

で
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
と
て
も
お
だ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
あ
り
、
祖
父
母
、

父
母
達
と
の
三
世
代
交
流
が
自
然
に
で
き
て
お
り
ま
す
。

皆
様
い
か
が
で
す
か
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
本
格

的
な
化
粧
、
衣
装
を
着
け
て
変
身
し
て
み
た
い
方
、
出
演
者
ス
タ
ッ
フ
一
同
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
く
感
動
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！私

達
は
、
庶
民
の
間
に
長
く
生
き
続
け
た
素
朴
な
伝
統
芸
能
《
芝
居
》
を
通

し
て
、
希
薄
化
し
て
い
る
義
理
人
情
や
相
互
理
解
を
見
直
し
て
人
と
人
と
の
や

さ
し
い
思
い
や
り
の
心
を
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
け
た
ら
・
・
・
と
の
目
的

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
、
明
朗
で
健
全
な
社
会
福
祉
の
建
設
と
文
化
の

向
上
に
微
力
乍
ら
寄
与
し
よ
う
と
言
う
大
き
な
夢
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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公
民
館
グ
ル
ー
プ
活
動
の
紹
介

善
通
寺
二
胡
を
楽
し
む
会

善
通
寺
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

シ
バ
オ
ケ
同
好
会
筆
岡
支
部

宮
川
初
美

濱
田
美
弥
子

正

登
美
子

グ
ル
ー
プ
活
動
内
容
は
、
カ
ラ
オ
ケ
活
動
を
通
し
て
仲
間
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
色
々
な
世
間
話
を
し
た
り
、
歌
ば
か
り
で
な
く
、
各
人
そ

れ
ぞ
れ
近
況
報
告
を
し
た
り
、
仲
間
同
志
で
自
由
に
肩
を
は
ら
ず
、
気
楽
に
カ

ラ
オ
ケ
の
点
数
で
競
い
合
い
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
予
定
で
す
が
、
現
在
は
会
員
十
名
で
す
。
出
席
さ
れ
る
人
は
多
い
時

で
六
・
七
名
で
す
の
で
今
後
は
ど
ん
ど
ん
遠
慮
な
く
、
公
民
館
に
来
ら
れ
て
、

様
子
を
是
非
見
学
さ
れ
て
ト
ラ
イ
し
て
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
増
強
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

習
日
は
第
二
・
第
四
金
曜
日
。
午
後
一
時
か
ら
三
時
で
す
。

長
寿
会
総
会
に
て

カ
ラ
オ
ケ
参
加
予
定
で
す

毎
週
火
曜
日
の
十
時
か
ら
、
詩
吟
の
練
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
十
二
時
ま
で
、

発
声
は
腹
式
呼
吸
に
留
意
し
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
声
出
し
を
・
・
・
。

精
神
的
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
吹
っ
飛
ば
し
て
、
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
る
こ

と
が
出
来
た
ら
最
高
！
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
止
に
な
っ
た
行

事
も
あ
り
、
残
念
で
し
た
が
、
舞
台
に
立
つ
と
、
背
筋
が
し
ゃ
ん
と
伸
び
ま
す
。

オ
ル
ガ
ン
の
よ
う
な
キ
ー
ボ
ー
ド
の
楽
器
で
伴
奏
し
、
吟
詠
を
助
け
ま
す
。
吟

詠
伴
奏
の
記
本
は
「
吟
詠
を
盛
り
立
て
る
こ
と
」
な
の
で
す
。

筆
岡
公
民
館
以
外
に
、
宮
川
宅
で
も
吟
詠
練
習
会
を
し
て
い
ま
す
。
庭
木
を

眺
め
な
が
ら
、
水
分
補
給
の
飲
食
を
楽
し
み
つ
つ
。

高
齢
者
が
元
気
に
参
加
す
る
練
習
会
は
、
話
題
が
尽
き
ま
せ
ん
。
二
時
間
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

漢
詩
に
興
味
が
あ
る
方
、
短
歌
や

俳
句
を
好
き
な
方
、
「
詩
吟
」
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

私
た
ち
は
、
毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
よ
り
三
時
半
ま
で
公
民
館
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
は
九
名
で
す
が
、
み
ん
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
お
口
の
準
備
運
動
と
し
て

①

五
十
音

あ
行
の
あ
か
ら
は
じ
め
ら
行
の
ろ
ま
で
（
活
舌
の
練
習
）

②

五
十
音
（
北
原
白
秋
）
作
の
お
口
の
準
備
運
動

③

活
舌
の
練
習
で
付
け
足
し
言
葉
を
入
れ
、
は
っ
き
り
と
声
に
出
し
て
読

ん
で
み
る
。

こ
れ
ら
が
終
わ
れ
ば
、
令
和
五
年
度
の
課
題
吟
を
各
自
順
番
に
声
出
し
を
し
て
、

全
員
合
吟
の
練
習
を
を
行
い
ま
す
。

次
に
一
人
ず
つ
順
番
に
、
自
分
の
選
ん
だ
吟
題
で
吟
じ
ま
す
。

県
、
中
讃
な
ど
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
を
し
ま
す
。

詩
吟
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
と
同
時
に
お
腹
か
ら
声
を
出

す
事
で
健
康
に
も
い
い
の
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
三
十
年
二
月
、
筆
岡
連
合
自
治
会
、
教
育
振
興
、
大
平
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
導
入
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
受
理
さ
れ
、
当
時
の
佐
藤
校
長

先
生
よ
り
「
児
童
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
は
な
い
の
か
な
・
・
」
の
問
い

か
け
に
「
詩
吟
は
？
」
と
な
り
、
令
和
二
年
五
月
吉
日
、
清
吟
堂
吟
友
会
本
部
へ

復
会
と
新
支
部
（
筆
山
支
部
）
設
立
届
を
提
し
た
。
発
足
メ
ン
バ
ー
は
私
を
含
め

六
名
で
令
和
二
年
八
月
発
足
を
し
た
。

三
年
度
よ
り
筆
岡
小
学
校
児
童
七
名
、
四
年
度
は
十
名
の
指
導
を
い
た
し
、
五

年
度
は
新
た
に
筆
岡
幼
稚
園
児
四
十
七
名
の
体
験
教
室
を
五
回
計
画
さ
れ
て
い
る
。

腹
式
呼
吸
で
健
康
増
進
に
な
り
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
九
十
路
一
名
・
八
十
路

六
名
・
七
十
路
二
名
・

四
十
路
一
名
計
十
名
の
正
会
員
と
児
童
で
す
。

例
会
日
は
働
い
て
い
る
人
の
為
に
第
三
日
曜
日
の
九
時
半
か
ら

と
第
一
・
第
三
金
曜
日
十
三
時
半
か
ら
約
二
時
間
。

筆
岡
公
民
館
一
階
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
入
会
は
随
時
受
付
中
で
す
。
・
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令和 5 年度  筆岡地区社会福祉協議会運営委員（案）             （順不同・敬称略）

自治会名 氏  名 住  所 電話番号 選出団体

宮 西 上 第 一 宮 川  勝 中村町 1-20 62-1229 自治会

宮 西 上 第 二 高 畑   智 中村町 1-3-37-1 090-2822-9908 〃

宮 西 上 第 三 合 田 顕 宏 中村町 22-1 090-5912-9904 〃

宮 西 下 福 田 貴 雄 中村町 1202-4 63-3966 〃

サンハイツ 小 山 悟 史 中村町 1419-1 090-8970-6172 〃

宮 東 上 若 宮 道 夫 中村町 1084 62-9650 〃

宮 東 下 大河内   恵 中村町 989-1 62-7843 〃

新   湯 西 山 紀 子 中村町 1482-2 62-3188 〃

乾 田 川 正 信 中村町 1563-4 63-1204 〃

エ ヌ ハイツ 永 田 信 代 中村町 1787 090-3785-1172 〃

大 西 住 宅 請 川 淑 江 中村町 1764-3 090-4502-2609 〃

乾 新 団 地 岡 林   豊 中村町 1727-10 090-2782-4579 〃

永    井 大河内 秀 則 中村町 389-2 63-1732 〃

東  下  所 森 川   浩 中村町 834 080-5698-3004 〃

東 下 所 北 武 内 真太郎 中村町 690-1 090-5279-5076 〃

東 下 所 団 地 藤 本 晃 裕 中村町 797-3 090-7628-9352 〃

西 下 所 金 崎 忠 司 中村町 2095 63-1583 〃

島 田 団 地 谷 口 正 子 中村町 955-5 63-0934 〃

上     組 山 下 敏 行 弘田町 2075 62-5760 〃

阿     瀬 山 下 俊 光 弘田町 1337 62-7194 〃

川     東 白 川   隆 弘田町 286-5 090-8977-7898 〃

弘 田 下 所 上 大 西 英 和 弘田町 593-4 62-6407 〃

弘 田 下 所 下 長 野 眞 治 弘田町 812-1 62-6697 〃

冨     頭 大 前 輝 芳 弘田町 ９85 63-1075 〃

買     免 齋 藤 好 明 弘田町 1165-4 090-8693-1665 〃

西  冨  頭 谷 本 健 二 弘田町 1057 62-5588 〃
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令和 5 年度  筆岡地区社会福祉協議会運営委員             （順不同・敬称略）

自治会名 氏  名 住  所 電話番号 選出団体

宮 西 上 第 一 宮 川  勝 中村町 1-20 62-1229 自治会

宮 西 上 第 二 高 畑   智 中村町 1-3-37-1 090-2822-9908 〃

宮 西 上 第 三 合 田 顕 宏 中村町 22-1 090-5912-9904 〃

宮 西 下 福 田 貴 雄 中村町 1202-4 63-3966 〃

サンハイツ 小 山 悟 史 中村町 1419-1 090-8970-6172 〃

宮 東 上 若 宮 道 夫 中村町 1084 62-9650 〃

宮 東 下 大河内   恵 中村町 989-1 62-7843 〃

新   湯 西 山 紀 子 中村町 1482-2 62-3188 〃

乾 田 川 正 信 中村町 1563-4 63-1204 〃

エ ヌ ハイツ 永 田 信 代 中村町 1787 090-3785-1172 〃

大 西 住 宅 請 川 淑 江 中村町 1764-3 090-4502-2609 〃

乾 新 団 地 岡 林  豊 中村町 1727-10 090-2782-4579 〃

永    井 大河内 秀 則 中村町 389-2 63-1732 〃

東  下  所 森 川   浩 中村町 834 080-5698-3004 〃

東 下 所 北 武 内 真太郎 中村町 690-1 090-5279-5076 〃

東 下 所 団 地 藤 本 晃 裕 中村町 797-3 090-7628-9352 〃

西 下 所 金 崎 忠 司 中村町 2095 63-1583 〃

島 田 団 地 谷 口 正 子 中村町 955-5 63-0934 〃

上     組 山 下 敏 行 弘田町 2075 62-5760 〃

阿     瀬 山 下 俊 光 弘田町 1337 62-7194 〃

川     東 白 川   隆 弘田町 286-5 090-8977-7898 〃

弘 田 下 所 上 大 西 英 和 弘田町 593-4 62-6407 〃

弘 田 下 所 下 長 野 眞 治 弘田町 812-1 62-6697 〃

冨     頭 大 前 輝 芳 弘田町 ９85 63-1075 〃

買     免 齋 藤 好 明 弘田町 1165-4 090-8693-1665 〃

西  冨  頭 谷 本 健 二 弘田町 1057 62-5588 〃

令和５年５月 第４２号

3

幼
稚
園
・
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
三
世
代
交
流
活
動
開
催

令
和
四
年
十
二
月
七
日
（
土
）
に
、
幼
稚
園
・
小
学
校
合
同
餅
つ
き
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
。

今
年
は
餅
つ
き
大
会
と
並
行
し
て
三
世
代
交
流
の
行
事
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
四
教
室
を
使
っ
て
幼
稚
園
児
と
小
学
生
の
児
童
た
ち
と
一
緒
に
昔
の

遊
び
を
し
ま
し
た
。
小
学
校
低
学
年
が
作
っ
た
「
ど
ん
ぐ
り
ご
ま
」
紙
コ
ッ
プ

と
松
か
さ
で
作
っ
た
「
け
ん
玉
」
「
福
笑
い
」
「
か
る
た
」
「
お
て
だ
ま
」
等

昔
懐
か
し
い
遊
び
を
し
て
交
流
を
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
だ
け
で
な
く
祖
父

母
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な
り
童
心
に
か
え
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

又
、
お
父
さ
ん
方
の
な
か
に
は
ど
ん
ぐ
り
ご
ま
が
と
て
も
上
手
な
方
が
お
い
で

た
り
、
お
母
さ
ん
の
な
か
に
も
お
手
玉
の
上
手
な
方
も
お
い
で
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た

と
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

筆
岡
自
主
防
災
会

会
長

樋
口

伸
一

令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
（
木
）
に
竜
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
善
通

寺
市
自
主
防
災
会
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
道
企
業
団
と
善
通
寺
市
の
連
携
に
よ
る
断
水
の
場
合
の
給
水
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
校
区
ご
と
に
分
か
れ
て
給
水
拠
点
の
開
設
を
し
ま
し
た
。

次
に
給
水
袋
等
へ
の
給
水
要
領
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
一
月
十
四
日
（
土
）
に
筆
岡
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
講
座
「
大

地
震
に
つ
い
て
」
、
訓
練
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
」
「
カ
ー
テ
ン
式
間
仕
切
り
組

立
」
な
ど
を
実
施
し
、
地
区
の
方
々
約
八
十
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
の
全
児
童
二
二
七
名
が
参
加
し
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
地
震
の

際
の
安
全
確
保
行
動
：
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
）
訓
練
「
避
難
誘
導

訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
は
、
十
一
月
十
一
日
（
土
）
に
筆
岡
小
学
校
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
煙
体
験
、
水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
骨
折
処
理
な
ど
十
項
目
の
訓
練
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

令和５年５月 第４２号

6

かるたとり

みんなで

餅をまるめて

います。

福笑い



議案第 6 号 役員改選 令和 5 年度筆岡地区社会福祉協議会役員（案）    （順不同・敬称略）

役 職 名 氏   名 住  所 電話番号 選出団体

理 事 会 長 田 川 義 博 中村町 531-1 62-6112 社会福祉協議会

〃 副会長 大 西 英 和 弘田町  593-4 62-6407 自 治 会

〃 〃 大 平 義 則 中村町  169-1 63-0571 民 生 委 員

〃 〃 宮 川 澄 子 中村町 1080 62-6862 健康推進員会

〃 〃 宮 武   誠 中村町 1560-3 62-8985 長 寿 会

〃 副会長(事務局) 岩 本 奈津子 弘田町 671 6３-3680 民 生 委 員

〃 会 計 高 嶋 多津男 弘田町 856-1 090-9455-3272 長 寿 会

〃 理 事 宮 川   崇 中村町  296 63-2178 環境推進連合

〃 大 平 一 行 中村町 1159-1 62-9501 コミュニティ

〃 梶   義 幸 弘田町 363-2 63-1074 消 防 団

〃 藤 原    晃 弘田町 347-6 63-3726 スポーツ振興会

〃 金 森 卓 志 弘田町 1878-1 62-7243 ボランティア公園

〃 大 平 正 芳 中村町 1233 63-0997 教育振興会

〃 瀬 川 知 之 中村町  451-2 62-4233 安全安心ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊

〃 高 嶋 和 代 弘田町 618 62-8829 サロン代表者

〃 樋 口 伸 一 弘田町 572-2 62-7557 自 主 防 災

〃 長 野 秀 子 弘田町  605-1 090-7140-8206 食   改

〃 荻 田 敬 一 中村町 1575-2 62-0706 筆岡小学校

〃 津 野 明 美 中村町 1581-1 63-0158 筆岡幼稚園

〃 片 岡 亜 実 弘田町 1660-12 090-5273-2402 筆岡小ＰＴＡ

〃 小 山 貴 寛 中村町 1369-1 090-2789-7992 筆岡幼ＰＴＡ

監 事 宮 川 典 子 中村町  299-2 62-4170 食   改

〃 堀 井 伸 一 中村町 982-2 090-8699₋8705 農 業 法 人

顧  問 大 浦 宏 之 弘田町 999-5 090-5915-5985
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令和 5 年度 筆岡地区社会福祉協議会役員        （順不同・敬称略）

役 職 名 氏   名 住  所 電話番号 選出団体

理 事 会 長 田 川 義 博 中村町 531-1 62-6112 社会福祉協議会

〃 副会長 大 西 英 和 弘田町  593-4 62-6407 自 治 会

〃 〃 大 平 義 則 中村町  169-1 63-0571 民 生 委 員

〃 〃 宮 川 澄 子 中村町 1080 62-6862 健康推進員会

〃 〃 宮 武   誠 中村町 1560-3 62-8985 長 寿 会

〃 副会長(事務局) 岩 本 奈津子 弘田町 671 6３-3680 民 生 委 員

〃 会 計 高 嶋 多津男 弘田町 856-1 090-9455-3272 長 寿 会

〃 宮 川   崇 中村町  296 63-2178 環境推進連合

〃 大 平 一 行 中村町 1159-1 62-9501 コミュニティ

〃 梶   義 幸 弘田町 363-2 63-1074 消 防 団

〃 藤 原    晃 弘田町 347-6 63-3726 スポーツ振興会

〃 金 森 卓 志 弘田町 1878-1 62-7243 ボランティア公園

〃 大 平 正 芳 中村町 1233 63-0997 教育振興会

〃 瀬 川 知 之 中村町  451-2 62-4233 安全安心ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊

〃 高 嶋 和 代 弘田町 618 62-8829 サロン代表者

〃 樋 口 伸 一 弘田町 572-2 62-7557 自 主 防 災

〃 長 野 秀 子 弘田町  605-1 090-7140-8206 食   改

〃 荻 田 敬 一 中村町 1575-2 62-0706 筆岡小学校

〃 津 野 明 美 中村町 1581-1 63-0158 筆岡幼稚園

〃 松 本 佐和子 中村町 697-1 63-3930 筆岡小ＰＴＡ

〃 徳 田 知 史 中村町 1483-2 080-3424-6696 筆岡幼ＰＴＡ

監 事 宮 川 典 子 中村町  299-2 62-4170 食   改

〃 堀 井 伸 一 中村町 982-2 090-8699₋8705 農 業 法 人

顧  問 大 浦 宏 之 弘田町 999-5 090-5915-5985

令和５年５月 第４２号

2

好天に恵まれた外出支援バスの旅となりした。

車中ではおしゃべりも弾みます。
長きにわたり素敵な写真を撮り続けて下さっ

た杉本崇之さんとの思いでの写真となりまし

た。

令和４年４月２２日

藤棚の下でおしゃべりと美味しいお弁当

令和４年６月６日
粟井神社の紫陽花観賞

令和５年１月２０日

新会員さんと共にちょっと贅沢な

新年会をしました

令和５年２月２４日

外出支援でゴールドタワーへ出かけました。

外出支援で香南町の県園芸センターへ出かけ

ました。

サロンは、みんながいつまでも健康で、楽
しい毎日を送れるようにと思って、脳トレ

のクイズ問題や歌を歌いながら手足の運動

を行っています。

令和５年５月 第４２号
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各サロン活動報告

東下所 いきいきペンギン ふとう 雲気サロン

永井き会
乾 むつみ会



「

福
祉
ふ
で
お
か
第
四
十
二
号
」
発
行
に
あ
た
り

筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

田
川
義
博

令
和
五
年
三
月
六
日
、
筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
筆
岡
地
区
連
合
自
治
会

と
合
同
で
、
高
松
市
の
「
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
訪

問
し
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

施
設
内
「
福
祉
用
具
展
示
相
談
快
適
館
」
で
は

同
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
る
様
々

な
福
祉
用
具
等
の
利
用
方
法
、
手
続

き
の
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
擬
似
体
験
で
は
日
常

の
生
活
動
作
を
擬
似
体
験
的
に
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
加
齢
に
よ
る
身
体

的
な
変
化
を
知
り
、
高
齢
者
の
気
持

ち
や
介
護
方
法
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
中
庭
で
電
動
車
椅
子

（
ハ
ン
ド
ル
形
）
の
試
乗
体
験
を

し
ま
し
た
。

午
後
は
趣
を
変
え
て
令
和
四
年
に
高
松
市
（
高
松
市
立
美
術
館
近
く
）
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
「
香
川
の
文
化
・
伝

統
工
芸
が
詰
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
と
の
出
会
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

玄
関
で
は
多
数
の
”
張
り
子
の
ト
ラ
”
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割

筆
岡
公
民
館館

長

細
川

愼
一

筆
岡
公
民
館
は
、
自
治
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
各
種
団
体
の
会
合
に
使
用

し
た
り
、
災
害
時
の
避
難
所
や
選
挙
の
投
票
所
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
皆
様
が
集
ま
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
詩
吟
・
シ
バ
オ
ケ
・
カ
ラ

オ
ケ
等
の
グ
ル
ー
プ
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
向
け
の
教
室
や
講
座
に
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
筆
岡
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て
、
施
設
使
用
の
遵
守

事
項
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
、
筆
岡
地
区
の
皆
様
が
気
軽
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
年
末
年
始
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日
市
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
善
通
寺
市
社

会
福
祉
協
議
会
よ
り
左
記
の
方
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

善
通
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
者

宮
武

和
子
様
（
中
村
町
）

宮
川
澄
子
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
る

令
和
四
年
十
月
二
十
四
日
（
月
）
宮
川
澄
子
さ

ん
が

多
年
に
わ
た
る

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の

功
績
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
、
地
域
の
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
来
で
し
た
ら
東
京
の
法
務
省
ま
で
出
向
く
と

こ
ろ
で
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
善
通
寺
市
で
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

令和５年５月 第４２号
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福
祉

ふ
で
お
か

令和５年５月吉日

第４２号

筆岡地区社会福祉協議会

会長 田川 義博

令和4年１２月３日

毎年楽しみにしているシバオケ。
みんなうっとり、拍手喝采、最高のひと時

でした。

令和５年３月１０日

滝宮天満宮へ行きました。
みんなで思い思いに参拝し、

紅白の梅の香りの中、温かくお出かけ

日和の一日でした。

食生活改善推進委員 長野秀子

令和４年１２月１１日
男性料理講習会

公民館で市民（男性）９名、食改会員６

名で料理講習を開催しました。
メニュー・ぶりとレンコンの照り焼き

・炊飯器中華おこわ
・野菜のナムル
・しょうゆ豆のカップケーキ

計量カップや計量スプーン

で計って料理をしました。

男性の方、又参加をよろしくお願い致し

ます。

令和５年３月３日

コロナも少し落ち着いたので、今年はひな
祭りをしました。子どものころを思い出し

甘酒とひなあられを頂きました。

令和５年１月２９日（日）

食育普及活動
ダ イシモチ麦の粉と、小麦粉と、スライス

アーモンドを混ぜてクッキーを作りました。

食品ロスや食生活を見直してみませんか等
の話をしてクッキーとレシピとパンフレッ

を全会員で一人３軒家庭訪問をしました。

今年度も甲山寺のお接待に参加させていた
だきます。

他にも親子料理教室や、食文化伝承講習会

や、生活習慣病予防講習会などがあります。

参加をお待ちしています。
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弘田下所 げんき会


